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1．1．音韻論的位置付け  

モソゴル語のアクセントはboundaccentであるが故に吉和論的に無意味な  

ものとされ、長らく周辺的な研究対象として扱われてきた。問知の如く音韻論  

に於ては示差件の追究が、現存する多数の学派に共通した第一義的な課題であ  

ることを思えば、それは当然の結果であったかも知れないが、単にそればかり  

ではなく、示差性という菰力な武器が使えなかった場合に、渾然一体となった  
音声レベルから、背韻論の記述の対象となる社会習慣的に備わった一定の型を  

抽出し、これに解釈を加えることほ、そうたやすい事でほないということも、  

その一因と考えられる。例えば現代フランス語ほbo】ユndaccentであるが故に  

研究が進展せず、伝統的なaccentd’intensit6（強さ7）、PierreDELATTREの  

accent〔1eq11antit6（長さア）、PierreL宣oNのaccentdehauteur（高さア）  

の3説が鼎立していて、世界でも屈指り研究人口を有する言語でありながらそ  

の木質は未だ番として知れないままであるという事実などが、上述の事柄を雄  

弁に物語っているものと思われる（1）。   

こうした中で服部四郎（1951）は、モンゴル語チャノ、ル方言の分析を通じて、  

例えばT9pDP［tLt’3‾reY（6）］（串）の単語音調M＝LとStreSSは、3mora3  

音節語の特徴として一定した傾向性を有するので、逆匿この音調とStreSSの  

配置を手懸りに北開田［しm8‾d＿ne］（わかる）の如き単語の音韻的音節を／m良  

一dぇーn嵐／のように画定することができるとして、bound accentも立派に音舐  

論の研究対象となり得ることを説いている。服部氏の一貫した主張ほ、その後  

アクセソト素観の提唱に於て見事に結実しているが、小論の筆者も衷心よりこ  
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の見方を支持するものである。   

そういうわけで、この小論ほ当初服部氏の7クセソト素観に立ってモソゴル  

語を記述することを目的としていた。しかし記述を進めて行くうちに上の枠組  
みでは、特に我々の調布資料に放て顕著な音調の幾つかが、処理しきれないこ  

とに気付いた。そして結論としてこの点を克服するた捌こ現時点で考え得る最  
良の枠組みは、オートセグメソト理論（AutosegmentalTheory，以下ATと  

略）であろうとの見通しを立てることとなったのである。   

1．2．賓料及び分析の方法   

以下に展開される立論の取掛ま、頂株にほ1979年3ノ1筆者らが行ったインフ  

ォーー】マソトによる調査資料に基いている（2）。但し間接的には1960年から1978  

年迄の間道宜収録された12件にのばる録音資料を用いている。又、対象とし  

た方言ほ現代モンゴル語ハルハ方言（以下単にモンゴル語と帽）に限られてい  

る。   
資料の分析の段階では筆者らの耳による記述以外に東京学芸大学設置の  

Pitch scaler（須藤貢明氏設計）及びペン措きオシロを併用して音響音声学的  

責付けとした。   
調査語桑は単独で発育された1音節～4音節語とし、それぞれi】1de丘nit  

for叫屈折形、接辞を伴った派生形が含まれるよう配慮してある。尚、録音ほ  

一語につき最低2回は行っている。   

2．諸説の検討  

ATの適用に先立ち、この章では諸家が開陳してきた学説を概観し、之に若  

干の旅討を加えることとする。  

2．1．streSS説   

Hangin（1968）に代表される見方で、概略、短際音のみで構成される単語  

に於てほ第1音節に、長母音及び二重母音を有する単語に於ては最初のそれに  

それぞれStreSSがかかるとする説である。但し細部にうったると諸家の説が分  

かれる。Poppe（1970）は、aX′／1a閑／（8）（兄）脚渦即da－ユae／（海）などは原則  

に従うが、長母脊及び二重何百を2個以上有する単語濫於てほ脚Ja如a叩a乱  

／dalae’gaaraa／（自分白身の海で）の如く、末尾より2番目のそれにStreSSが   
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亨答ちるという細則を設ける。町BC乱肪a耶肌（1967）ほ母音の長矧′こ関係なく常  

に第1音節にStreSSを認めた上で、脚p叫弘一左／（後で）の如く第2‡‡節以下  

に副次弓市勢を設けている。叉、Stual▲t（1957）ほ、htOpB′′r’morl／（馬）Ⅹ0Ⅰ弘  

／－Ⅹ011i／（羊）の如く短冊請のみで手持成される27沌巧単語で、しかも第2古節が  

／i／で終る場合に限り㌫1音節に、それ以外の場合には第2膏飾濫StreSSを認  

めると言う。以上の諸説をまとめれば表1のようになるが、次にこれらを簡単  

に枚討してみる。  

表1  

（＊）加p孔a／d且r左／など第2音節以下に詔Ⅴ次強勢を認める〔  

（＊キ）舟l兢∵a明漁a／血Iae、gaaTaa／など，長母乳二重母音を二個以上有  

する単語で牲，末尾より2番目に強勢を認める。  

先づPoppe説でほ、長田古及び二重擬音を2倍闇上有する単語に細則が設  

けられているにも拘らず弧ちaap弧／、a嘲柑分の父によって）の如き型  

を説明することができない。   

次に叫「pC弧の脚呂する剤次強勢の一部とStuartの主張する窮2苦節の  

StreSSは、共にpitchをStreSSと一視同仁している嫌いがある。例えばⅩOlIh  

とⅩ0‡Ⅱ幻上の関係は、前者に従えほ／Ⅹるni／，／Ⅹら111り」後者に従えば／Ⅹ6ni／，  

／Ⅹ0叫】／と記述されることになろうが、音声的レベルでは漬さが弾こ第1音節  

に、高さはⅩ0ⅠIBでは第1苦節、Ⅹ0郡では第2音節に来ることが、耳によっ  

て明らかであるばかりでなく、機械によっても布諷されている（4）。従ってこれ  

らをも張努という名のもとに一桁して呼ぶからにほ、そう解釈するに十分な根  

拠が明示されない限りこれに賛成することほできない。尚、以上の諸点を勘壌  

すれほ既に明かなように、Hangin説にも従い難いということになる。  

2．2．Pitch説   

モンゴル語のアクセントを高さのみで捕捉し、強さを排除しようとする見方   
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に、管見の及ぷ限りでは角道正代（1978）のPitcllUnit説（以下PU説と  
略）がある。この見方のミソは、音節単位の分析を放棄して、掛こpitしllが変  

化する境目（これをPU境界と称する）を分節の単位として利用しようとする  

点にある。例えばaxは1苦節甲語であるにも拘らず、音調が概略HLという  

姿をとる。そこでこれを屯と解釈して、PU境界をaとⅩの仰こ有する2  

PU語と分析し、可旦のように仙馴ヒする。音節境界と対比しながら若干の具  
体例を示せば蓑2のようになる。  

表 2  

PU境界  

＊P  （実在せず）（1P）  

可ヱ  竜＿  （2P）  

兜  三拝屯＿ （3Pj  

血（3P）  

ヱF司旦  同（4P）  

音節境界  

ax  （1）  

a▼淵a  （2）  

a－Xaap （2）  

aトma－1）aa（3）   

斯くてPU境界は、＃CoV＿‥・CV＿・・・CV＿‥・の如く抽象化されること  

となり、・・・＿CV・，・＿CV・・・＿CVで抽象化される古郡境界とほ、CVをはさ  

んで互に鏡映像の関係にあるということになる。尚、以上の分析を一般化すれ  

は、  

（1）Pl個より成る単語は原則としてモ∴／ゴル語に実在しない。  

（2）末尾より数えて2ツ目のPは必ず高。  

（3）末尾より数えて3ツ日のPは、川語頭なら低。（ロ）新語頭から高。  

とすることができるという。更にこれをm（－ra分析と比較すると表3のように  

なる。即ちmora単位によると、同数のmoraから成る単語で、末尾より2  

番目が高いか3番目が高いかは、当該mOraが母音だけのセグメントで構成さ  

れているか否かにかかってくる。換言すれは、pitcllの記述には1TlOra内部の  

構造迄吟味しなければならないということになって甚だ煩雑になるが、ptJ試  

ではこり点が克服されているという。尚、この説の両拭の動機となったもの  

ほStreet（1962）であると言われているので、併せて参照されたい。   

以上がPU説の要約であるが、次にこれを検討してみる。第1に、上の説に  

従って分析を進めると、結果的に見て服部（1951）に於ける首謀的音節の分析  

と殆ど変わるところがないことになるが、思うにこれは釣道民が服部説を尊ら   
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蓑 3  

mora分析   

●＼l  

－；－！ －1＿  

M加m1 7；祐二吐  

J望】可望L  

MMMM ∠弛  
∠d了：司吐  

PU分析   

＊P  

PP  司巴  

司堅  

PPP   此  

「：ニ  

竺犀屯＿  

（＊）右肩のⅤは，母音挿入規則（角道197g参照）による。  

mora分析の側而のみによって捕捉したためではないだろうか。服部（1951）  

でほ、mOTa・と青砥的音節の二本立てとなっており、pitchは専ら後者によっ  

て分析されている点を見落してはならない。（後述2．3．参照）   

「末尾より2番目のPが必ず高い」（第2項）   第2に、一般化に際して例えば  

というような記述の仕方をしてい  
るが、注意を要する。具体例をひ  

けば、a皿江，a∬aE（平和）にほ、  

痴』のほかに主巾Mレ旦  

もあり、町皿∬aC（浜）に．も  

痢聖以外に勉が  
併存しているといった具合で、仲  

々一筋縄でほ行かない。更に初頭  

のPから次末のP迄上がりっばな  

しという例もある。（図1参照）   

勿論これらを頻度による傾向性  

を根拠として、周辺的なVarlant  

と解釈し、排除する立場もあろう  

が、我々は少なくともそこに一定  

の社会習慣的型が認められる以上  

は、これら全てを記述の対象とす  

る立場をとるので、上のような記  

述の態度には賛成できない。  
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箭3に、前節に於けるStreSS説の検討と同様の主旨により、高さ以外の音声  

的情籠を無視する事ほ、充分納得の行く説明が与えられない限り首首できな  

い。   

問、上に述べた以外に、PU説にほ他の多くの言語に適用した場合の説明妥  

当性という喜凱点からも問題がありそうだが、その辺りの検討ほ別の擬会に譲ら  

なければならない。  

2．3．StreSS＆pitch説   

B皿間pqOち（1929），服部四郎（1951），小沢電男（196軋 Poppe（196恥  

SanzlleyeV（1973）などに見える説である。このうちB皿卿p叩召，Poppe，  

San虎ey飢rの諸氏は、2音節以上の単語に関して、母音の長短に関係なく窮1  

苦節にStress，最終音節にPitchがかかるとしている。しかし、事実はさ程単  

純でほなく、例えば前出の餌ⅣaJIa耳，町皿乱C，乱a8乱ap弧，Ⅱ0王打OJIHⅡ等々の如  

く上の説に矛盾する例が多数実在する。   

一方服部氏は、以下に引用する如く、服部（1951）で、かなり詳細な記述を  

行っている。（但しPほpitch，SほStreSSの略号として筆者が仮りにつけた  

ものである。）  

（Pl）最初の長母音又は二重母音に降り音調が現われる。それに続く部分ほ  

低く、先立つ部分ほ1音節ならば低、2音節以上ならば中。  

（P2〕点租の／CV8／に該当する音節が古平。それに続く部分は低く、先立  

つ部分は中。但しこの音節が最後の音節である場合には高平調の代りに  

降り音調が現まっれる。  

（P3）長母音・二重母音・ ／り／を含まない単語では、最後から2番目の蓋題  

る部分が高。  それより前の音節ほ中。最後の音節は低。  

（但し、．、”線は筆者による。）  

（Sl）原則として第1mOra■にある。  

（S2）但し第2mOra以下に長母音又は二重母音がある時には、それらの母  

音の初めの部分にある。そしてその強めが第3mOra以下にある場合に  

は、第1mOraに中の強めが現われる。   

以上の分析に従って具体例を示すと、Ⅹ0】孤は（P3）及び（Sl）が適用されて  

／㌧訓ni／（苦調はHL，音韻表記は服部尉こ従う。以下同様）、Ⅹ0Ⅷ砧【ほ（P2）  

及び（Sl）が適用されて／t▲▲▲幼＼れil】／（≠ⅠⅡL）となってそれぞれ正しい音形を得  

ることができる。しかしながらⅡ0耳m皿（モンゴル）の場合にほ服部説に従う   
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と（P2）及び（Sl）の適用された／’‾m叩一群Lla／（HIL）以外の音形を得ること  

が出来ないが、実際にはこの塑以外にも／1【mOg‾ga－1aノ（1IHL）があり、頻度  

としては後者の方が圧倒的に高い。又、いq伸Ⅹ9江（少ない）も、（Pl）及び  

（Sl）の適用をうけて、ト6’、と66Ⅹ軸／（MHLI一）となるが、これ以外にも  

／－6‾芭66’、Ⅹ軸／（MEm）がしばしば観察されるといった具合で、前節にも指摘  

した如く、このような例ほ枚挙にいとまがない。   

ところで、モンゴル語よりは君1仝習慣的型が一定していなけれはならない管  

の日木語でも、例えば東京方言の「苺」に二構成は三種の音調が併存してお  

り、モンゴル語捏顕著ではないにせよ、この括れを無視することは不当である  

ことを思わせる。畢境、自然言語に「揺れ」はつきものであり、だからこそ文  

言語ほ変化することを考え併せれば、この動的言語現象を捕捉する理論的枠組  

みも又dynamicでなければならない。然るが故に、言わば二枚ごし、三枚ご  

しの記述を可能にするATのような枠組みが、特にVariantの揺れ幡の大き  

な言語であればある程威力を発揮するのである。後述するようにATの枠組  

みに従えは、上のⅡ0Ⅲ－OJrに於けるHLIJとMHL等の如き差は、仮定される  

規則の質と最の羞として十分探潤することが可能になる。  

2．4．その他の説  

以上で概観したもの以外にも、モンゴル語のアクセントほ渡さと長さにある  

としたStrect（1963）や服部氏の7クセント素観を通用した城生伯太郎（1978）  

などがあるが、いづれも既に行ってきた種々の検討の中に包含され得る問題を  

有するので此処では改めて取り上げないこととする。   

3．Aでによる分析  

3．1．理論の概観   

ATは、音韻のレベルと音調のレベルを互いに独立したものとして設定し、  

この2つのレベルの対応関係を明らかにすることによって、音調現象をよりェ  

レガ㌧／トに説明することを目的とした理論である。実際の分析に入る前に、ま  

ずこの理論を簡単に概観しておこう。但し、既にこの論の詳細は、Goldsmith  

（1976a，b）′Haragucln（1977ノ1978，1979）．原口（1976，1979）及びそこで言  

及されている論考に於て明らかにされているので、ここではモンゴル語への適  

用に際して必要最小限の記述に止める。   
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従来の生成音韻論でほ、音調ほ音韻セグメントの一部を成す周辺的なもので  

あり、独立したレベルを構成するものでほないと考えられて来た。しかし、最  

近の研究により、音韻セグメソトに変化が起っても、音調はそのまま保たれる  

という性質が発見された（5）。すなわち、2つのレベルは互いに独立している訳  

である。このことから、音調ほかぶせ分節素（s11PraSegment）ではなく、自枠  

分節素（alユtOSegment）であるという主張がなされるようになった。したがっ  

て、ATでほ（1）のように、互いに独立した音韻レベルと音調レベルが存在す  

ると仮定する。  

●   

（1）叩裏・・‥・・・苦韻レベル  

HL・‥・・・・音調レベル  

（HとLは、それぞれ高いピッチと低いピッチを表わす。また星印（＊）ほ、  

ここでほ強勢を示しているものと仮定しておく。）  

音韻レベルは音詔セグメント、音調レベルは音調セグメントによって、それぞ  

れ構成されている。言語の話者は、この2つのレベルを紆びつけて発話してい  

ると考えられる。この2つのレベルを結びつける最初の操作は、音調対応規月J  

（ToneAssociation Rule，以下TAR と幡）の適用である。この班別ほ言語ご  

とに異なるものであり、モンゴル語に於ては、（2）に示すようなものと考えら  

れる。  

（2）音調対応規則（モソゴル語）  
ザ・ ・渠・  

a． Ⅴが1つ以上ある場合には、右端のⅤをHと結びつけよ。  ・■  
も． もしⅤがなけれほ、末端のⅤとHを結びつけよ。  

（Ⅴは音調を担う要素を表わす。したがって無声母音などはⅤではな  

い。）  

（1）にTAR（2）を適用すると、（3）に示すように対応線（associationllne）が  

引かれる。  

＃  （3）叩gi  

＼ HL   
次に、普遍的な、適格性の各件（Well－FormednessCondition，以下WFC）に  

従って残りの対応線が引かれる。  

（4）適格性の条件   
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（i）a一 全てのⅤは、少くとも1つの音調と結び付いていなけれはならな  

い。また全ての斉調は、少くとも1つのⅤと結び付いていなければ  

ならない。  

b．対応線が交差してほならない。  

Lかしよく考えてみると、これだけでは、（5）のように三通りの対応視の引き  

方が可能である。これらはどjlもWFC（3）を破ってほいないと考えられるの  

である。  

・粁 薫・ ▲昔  
（5）a・ b・  C・  

HL  HL  HL  

そこで、対応線は（4i）を保ちながら、以下に挙げる（4ii）の手順に従って引か  

れるとすべきである（6）。  

（4）＝適格性の条件   

（ii）a．既に結ばれている音調の隣に、結ばれていない音調が唯1つあ  

る場合、その音調ほまだ紆憬れていない全てのⅤに結び付けられる。  

b．既に結ばれたⅤの隣にⅤがなく、まだ結ばれていない薯調が残っ  

ている場合、その音調は既に紆はれているⅤに結び付けられる。  

c．既に結ばれている繋調の隣にⅤがまだ残っている場合、そのⅤ  

ほ既に結ばれている音調に結び付けられる。   

（4i）に加えて（4ii）が与えられると、正しく（5a）を選ぶことができる。正し  

い音調型（5a）は、語頭母音aが高いピッチを担い、語末母音iは低いピッチを  

担っていることを示している。   

以上のように、音韻レベルと音調レベルが幾つかの操作により結び付けられ  

ることによって、真南の音調型が決定されるというのがATの基本的な考え方  

である。この理論に基づいて、以下にモンゴル語の実際の分析を示して行くこ  

とにする。  

3．2．単音節語   

まず単音節語から姶めよう。・モソゴル語の単音節語にほ、次の3つの音調型  

が観察される。  

1■  （6）a．勾旦（乱文）兄 b．剋（aa8）父 C．貢屯＿（Ⅹ孔a）何処  

弛（画取れ 』L（Y叫行為 威由（Ⅲ耶）まっすく小な   
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盲吐（1－9p）家 地軸凡甘）皇帝苛迫匝ac）紙  

屯（嘩呵雪 弛座p）猥本の 哉L（裏吋卜家鴨  

屯（如）対句．少LrOiip）近い 菟弘（Ⅱ肋）このような  

（6b）の音調勤ま、音声的にはユⅠ孔と記述すべきであるが、Hの前のいま、  

それが示差杓樅能を持たない限り、一般に多くの言語で整分高くなること、そ  

して語末の1は他のtよりも際立って快くなるのが普通であることなどから、  

M（idd7e）ほ設を泣ず、Lとして分析した。トミ］、（6b）の熟まfIGi，の否調で発  
音する話者が多いことを指揮しておく（7）、   

まず（6a）の熱から見て行くことにする。（7a）に示したのは、aXという語の  

音韻レベルの基阻供述と音調レベルに属するモソゴル語の茶木メロディーであ  

る。  

（7）a・aX  b・Ⅹ  C・  d・Ⅹa  e・  

HL  HL  HL  HL  HL   

ここでは、音韻と音調のレベルがまだ結び付けられておらず、独立したままで  

ある。この2つのレベルほ、最初に、（2）に示したTARによって、Hと右  

昭の母薯とが結ばれる（7b）。次にⅥ71TC（4）が適用されて、（7c）のように対  

応緑が引かれる。つまり、母音aは下降調を示すHLという音調を担っている  

訳である。この語ほ、時としてシュワ（9）を伴って発音されることがある。  

この音形を説明するためには、TARの後にシュワ挿入規則を立てる必要があ  

る（8）。その場合の派生ほ、まず（7a）にTAR（2）が適用されて（7b）が得られ  

る。次にシ］．ワ挿入によって（7d）となり、最後にWFCが適jT］されて（7e）が  

得られることになる。ここで注意すべきことほ、シュワ挿入などによって音韻  

レベルに変化が起こっても、音調のレベルにほ何の影響も及ばされないという  

ことである。この2つのレベルは、派生の全段階を通じて、互いに独立性を保  

つのである。   

次に（6b）の音調現に；佳もう。ATでは、長母青を短母音の連続として扱う。  

aabという語の派生を示すと次のようになる。  

（8）a・  b・  C・  

HL  HL  LHL   

まずTAR（2）によって（8a）が得られ、次いで＿WFC（4）の適用により（8b）が  

得られる。この音調型で発話する人も数多く居るが、我々のインフォーマソト   
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は（8c）の型を示している。したがって、（8t））の対応関係を（8c）のように変  

えるために、語既のEをLに変える規則を仮定する必要があろう。この親則を  

定式化すると（9）のようになる。  

（9）a．音調挿入規則  b．阻紀聞単化規則Ⅰ  

帆   C 

帰′ 
狸r→‡才／掴q－  

（8b）に斉調挿入奴則（IrutialLInsertion，以下ILI）が適用されると、Lが  

語頭の耳の前に挿入される。このL音調ほWFC（4）に従って、自動的に語頭  

のⅤに結び付けられる。次いで弥線簡渾化規則Ⅰ（ContourSimplif7CationI，以  

下CS【Ⅰ）によって、語頚のL‡Ⅰという上昇調が消され、正しく（8C）を得るこ  

とができる（9）。   

次に、二重母音を含んだ例も検討してみよう。まずTAR（2）によって（10a）  

（10）a．tlil b．tli13  C．tlila d．tlil∂  e，ilila  
／  

HL  
／   

HI. 
V／   
HL  

肌   
上HL  

‖  
LHL   

が、次いでシュア挿入によって（10b〉が得られた後、WFC（4）に従って残り  

の対応線が引かれる（10c）。ここで、ILI（9a）によって語頭にLが与えられる  

と、自動的に（10d）に示した扱線の部分が引かれる。最後にCSト（9b）によっ  

て、正しい型である（10e）が得られることになる。   

残る（6c）に示した星印の付いた単音節語の派生を、閉式によって示すこと  

にする。  

慈
ア
ニ
 
孟
〃
H
L
量
 
 

1
D
 
 

、
‥
∵
∵
．
．
．
∵
ト
」
 
 

鎗
㌘
a
d
－
H
L
 
 
 

C
 
 

（11）Lexicon  

TAR（6）  

Schwa Insertion 

心
 
・
十
・
∴
・
一
 
 
 

WFC（3）  

Output  
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（11）で示した例は、TAR（2）によって、星印のある愕二詐を耳と結び付ける点  

が異なっているだけで、あとは全て前出の例と同様の道程を経て導き出されて  

いる。  

3．3．2音節語   

2苦節語の筈調型牒、次のように2つに分節できる。  

b．触（叡痛pm）工場   
触（A訂画英国   

均吐（如0）写真  

・浄  両垣L（a皿叫学年  

領主虹（掴皿蹟）手袋  

埼旦拉（ぬaち叫熊  

（12）a・竺叔（加抑0∬）モンゴル  

旦馳（OE叫理論  

旦随盟（00のp）ひも  

旦随聖盈（a馳叫アイマク（行政単位）  

勉（y如叫泣く  
曲（GaⅡaa）考え  

感司主＿（一札xa印腰  

ここでも、（12a）の語頭のLほ、かなりlIに近いLである。しかし、前と同じ  

理由からhIを設定せず、1と分析することにする。最捌こ第1音節に長円膏を  

含んだ語から見てゆくことにする。  

（13）a・0■  b・r  C■＝  止r  

tlL  tlT．  LLIL  l一日l一   

まずTAR（2）によって（13a）が得られる。次に、WFC（3）によって（13b），  

更にILI（9a）とCS－Ⅰ（9b）が適用されて（13c）となる。この害調型も他の多く  

の諸掛こよって発話さ九ている。しかし我々のインフオ←マン1、は、（13d）の  

型を示しているので、租税簡単化規則が必要と考えられる。（14）がこれを定式  

化したものである。  

（14）曲線簡単化親則  

Cl 

W→蓋いⅤ－C。さ月            H L   
次に長母音が2音節めに来る例を検討してみよう。  

（15）a●S  b■S  C■  d‘  

（13）と同様、TAR（2）によって（15a），WFC（4）によって（15b）が得られる   
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が、mI（9a）とCSl（9b）を適用しても、（15c）となり正しい音調聖は得られ  

ない。（15c）を正しい音調型（15d）に変えるた捌こは、（14）とは遮ったCSが  

必要と考えられる。  

（16）曲線簡単化規則  

、   

H T. →三三トco鱒♯  

（16）を設定すれば、（15c）は正しい型（15d）に変えられることになる。   

ここで、（14）と（16）を比べてみると、共通な部分が存在するので、2つの  

規則は（17）のように1つにまとめることができる。   

（17）曲線簡単化規則ⅠⅠ  

tl L  

（Ⅴ）b＿Co葬＃   

条件：a⊃b  

（9t））と鏡映像（mirrorimage）   

（18）のようになる。  

扇  
▲許  ■井  

i   fabrik  
l  

l・1l．  

ba封ii       】  

11L   

礫・  
・策・    fa′brlk  b豆乳1ii  

、－  

工‡上．  

′■  
＿打工．  

この規則が、わずかな制限の遣いはあるにせよ、  

の関係にあることは注目すべきであろう。   

上記以外の2音節語の派生を図式的に示すと   

（18）Lexicon a．m叩評ユ b．gax  

TAR（2）  mC1  g   

llI．  Ill  

m  g   

HL  Hエ′  

ⅡPl  

LHL  LHL  

！ j  

． 

WFC（3）  

ILI（9a）  

CSI（9b）  

CSII（17）  －、・・ 

・・  
LHL  

醜 ＿g拘 朝生 ‾埼吐   Output  
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したがって、これまでに仮定した規則は、資料の範囲を拡げてもやはり必要な  
ものであり、決してその場限りのものではないことがわかる。また、規則の順  

序が常に一定であることにも注目すべきであろう。  

3．4．3音節語   

3音節語の音調塾も、やほり2つに分類できる。   

（19）a．鈍匝Ⅱ且TaJi）労働者  

曲（如PO・T叫家畜の仔  
鼎（6ap叫御礼）すもう  

（6瓜耶Ⅹaii）小鳥  

（Ea免pa耶M）友好  iraTndal   

・糞・ 鞄（脚加瓜吋平和  

dagはⅩ（で3叩13r正犯）強調する  

（町皿G）涙  

（19）の音調塾は、これまでに提案して釆た規則によって、全て正しい塑を得る  

ことができる。派生を以下に図示しておく。  
・浄  

c．naiTamdal  

＼  
HL   

▲纂・   
nairam（1al  

＼／  

（20）TAR（2）a・戒℃ b・baddaa  

・L  HL 

WFC（4）  召  barildaa  
＼レア  

barildaa   
∵．一  

ILI（9a）  

LHI. L LIL   

barildaa  
＝〝  

CSI（9b）  

LHL  LI寸L  

bari王daa  

トレ′／  

LHL  

CSII（17）  

尚、ここでも他の多くの話者は、（19b）の語を（19a）の音調塑で発音している  

ことを付け加えておく。   
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3．5．屈 折 形   

さて、この辺でいよいよ訂廿形の音調を検封してみよう。モンゴル語では 
、  

屈折語尾が付加されると音調型が変化することが観察できる。式封町こ、語幹に  

塁印を持ヶた詐の場合から考えてみよう。（21）がその音調塑である。  

（21）a．諾』   l〕．講和（11捌姐0）紙〔奪格〕  
苛旦吐  鞄（皿岬叫祭典〔対格〕  
孟1狙  馳（699皿如9p）手袋〔畏格〕  

・藁・  
c；1aSaaSについて言うと、まずTAR（2）によって（22a），次に1VFC何の適用  

により（22t〉）のようになり、正しくない青調型を生じてしまう。  

・冥・ ・托・  
（22）a■CaSS  

b■C篭軍S  

そこで、（23）のようた星l：／］を与える叔朋＝StarAssignment Rule，以下SAR）  

を仮定する。  

（23）星印付万・規則  
・粋  

Ⅴ→＼▼／Q一トC。Ⅴ（二。柑   

（23）を仮定すれば、（2a）により（24a）が、次にWFC（4）によって（24b）が  

派生する。  
・井部・ ・終・甘 美・・拾  

（24’a■CaaSS  b■CS  C■CS  

ここまでは点いりだが、JLI（9a）とCS－Ⅰ（9b）が適用されると（24c）のような  

型が生じてしまう。したがって、ILI（9a）を（25）のように修正しなけれほな  

らない。  

（25）音調挿入規則  

［＊］  

¢→L／岨Ⅴ                        持   

つまり、第1音節の母音が星巨L」を含まない時にのみ適用するように親別に修正  

を加えるのである。こうすれげ、（24b）にはmIとCS一Ⅰが連用されず、正し  

い型が得られるようになる。   
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次に星印を持たない語の場合を検討してみよう。（26）にその昔調型が示され  

ている。   

（26）a・垣＿b・旦F迫（弧乱Å）兄トト位格］c．塵司聖（a貫a叫同左〔奪略〕  

魅＿ 塊（aBC叫取った  曲（払下aa耳）取って  

亜弘虫司吐（EOxO叫犬〔与位格〕由南扇』（甜Ⅹ政∝・G）  

同左〔奪格〕   

これらほ、これまでと全く同様の手隕で派生きせることができる。（27）はその  

過程を示したものである。  

・瀞  
b．ax＋ad  c．ax＋aaS  （27）sAR（23）   a．ax  

・諾・  

ax  
ax二ad  a．x＋aas  

HL  
／  

HI. 

／  
HL   

・架・  

：さ ： 
■韮・  

！  、  

TAR（2）  

WFC（4）  

ILI（25）  

・※・  
aX＋aaS  

＼／J  
CS－Ⅰ、（9b）  ・い ∴  

LHL  LHL  

ここで注致すべきことほ、SAR（23）の環境である。（23）は、最終の接尾辞  

が長母音、二重母音を含んでいるち持合には常に適用される 。Lかし（23）の奴  

別に、語幹に塵印を含む場合に限って適用されるという条件を付け加えても正  

しい音調を得ることができる（cf．28）。  

（28）  a■aXア雲型Lb’竿冴S 迂 
i遥⊥  

TAR（2）  

L  
岩エ CS－Ⅰ（9b）   

dS  

l．11i．  

CS－ⅠⅠ（17）  

つまり、語幹に眉印を持たない語の音調形は、（23〉の適用を受けなくても正し  

く説明することが可能なのである。しかし、このように分析すると、SAR（23）   
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り適用領域を狭くして、娩別の一般性を失うことになってしまう。したがっ  

て、この解決法は好ましくなく、ここで採用することほできない。   

最後に、屈折語尾が2つ付いた場合の派生を示しておく。  

▲業▲  由S  
fIL  

・潔・  

b■て立ク5  
HL  

（29〉 s一Ⅶ（23）a・  

TAR（2）  

・賞・  C■S  
l＿11L   

ILI（17）  

CS－Ⅰ（9b）   

3．6．ま と め   

以上、ATを概観し、この理論に基づいてモンゴル語の音調分析を試みた。  

ここで、これまでに述べて来たことをまとめてみると、（i）モンゴル語の語彙  

は、基底で星印を持つ語と持たない語に二分されること（1の）、（叫基本メロデ  

ィーは、HL唯1つであること（11）、（iii）次の6つの規則が、この順序で適用  

されることである。  

（30）a．星印付与規則（23）  

b．音調対応親則（2）  

c．シュワ挿入  

d．音調挿入規則（25）  

e．曲線簡単化規則Ⅰ（9b）  

f．曲線簡単化規則ⅠⅠ（17）   

この親別体系を見ると、（30e．f）は、よく似た働きを持つにも拘らず、錠映像  

姐則として1つにまとめることができず、最適な（Optimal）文法とは言えない  

ことになる。   

4．残された問題と将来の展望  

上に述べたATは開発途上の理論であるだ研こ、今後多くの言語に適用する  

ことによって適宜修正されつつ発展を遂げることが望ましい。ここではモンゴ  

ル語への適用によって明かにされた若干の間慈点を指摘して、将来への布石と  

したい。   
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4．1．星印（＊）の検討   

前章で示したように、ATによる分析の結果、ヰ∴／ゴル語には理論的に見て、  

基底に星印を持つものと持たないものとがあることを仮竜三するこ七になった。  

ここで何よりも先づ注目したいのは、prOS〔－dicな面で少なくともmarl（Cdな  

ものとun】11arkedなものとの対立を理論的にイ反正したということである。何  

故ならばそれは、従来の通時的研究の上に立って仮定されてきた積年の疑問で  

ある第1音節StreSS説に対する反証の糸口を与えてくれるものと期待されるか  

らである。．   

伝統的なアルタイ言語学によれば、母菩調和、第2音節以下の矩母音の曖昧  

化、子著弱化等の講現鋸ま、全て第1青白研こStreSSを仮定するに充分な侶拠  

であるとされて来た。しかしながら、城生（1976）でも触れているように、モ  

ンゴル語には「iの折れ」と呼ばれる逆行同化講象をほじめとして、何首調和  

の衰退、現代捌こ顕著な乱脈［t／誓1＿鳥（引］（M耳－り，Y如卜曽－＼i・もⅢトⅡL）の  

如き、長母音、降り二重何者の専ら後半部のみにアクセント（］2）が置かれる等、  

上の仮定とほ逆のプブ向を辿る現象が多数昨記されている。更に契丹文字暗証に  

関する最近の成果も上の疑問に相可iをかける。例えば蒙古文語のtablユ（五）  

に相当する契丹文字〈曳〉は、1975年に中国で発見された詰王墓詣で明かにさ  

れたところによると、tauと椎′定三されるという【13）。もしこの推迂が正しいもの  

とすれば、従来Ⅴ＋C＋Ⅴに滞るとされてきた現代語の長田＝音の一部を、かな  

り古い段階から一君tしてnlarke〔1なⅤ¶長かったか、覇かったか、高かっ  

たか等は別として－であったと見る有力な根拠とすることができる。これを  
敬  

具体例によって示せば、御礼一（耐える）と御一札－（従う）はそれぞれda－と  

daga一に潮ると見る。又、打∬（山）ほaY別a＞a杭1a＞a’白1a＞頁1a＞屯1の道程  
骨  

を辿るのでほなく、au】aから変化したと見ることになる。  

Ⅰ（iparskyも夙に指摘しているように、共時的耶造己こ基いて仮7こされた理論  

は、同時に適時的構造とも関わりを持つものでなけれほならない。以上の点か  

ら見ても、星印の仮構には相応の妥当性があるものと思われる。しかしながら  

旦印の実体という点になると、曖昧模糊たるの感なきにしも誹ずである。これ  

迄のAT理論ではWOrdstrcssは全ての言語に存在するものと仮定した上で、  

軋に聾調に関わるStreSSのみを、結論としてmarkcdと見なし、星印を与え  

ている。例えば、英語をほじめ数々の言語を分析したGol（1smith，Papago語  

を扱ったHaleetal・（1977），〔＋ACC9nt］（≒［＋StreSS］）に対応する素性と見る   
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HaragⅥCl厄（1977）などがその典型である。ところが、もしも上の見方をモン  

ゴル語にそのままあてはめると、この言語ではStreSSなどが→向に示差的  

能を担わないだ研こ、星印が強さざけでなく、高さ、長さ、或ほ調音等あらゆ  

る音声的特徴を反映する可能性を有するため、その実体を明示することは困難  

になる。そもそもmarkedな一即ち上では星印を付与された∵－1ものとほ、  

何らかの特異性を有する形という意味であり、記憶の面からはunmarkedなも  

のよりも多くの負担がかかると見ることができる。しかるが故にmarked＞  

unmarkedという史的言語学が明かとした一糖的傾向性は、記憶負担の軽減と  

して説明する可惟性が開かれるのである。以上の点から、少なくともモンゴル  
欄■・I一  

語への適用を通じて確認された範囲では、例えば也il，aabなどが萬il，aabよ  

りも記憶負担の除かれた形←即ち新しい形－であるという仮説を立てるこ  

とはできても、星印の実体を単なるStreSS とする見方には賛成できないとい  

うことになる。  

4．2．音調の検討   

ATに於けるいま一つの問題点ほ、音調レベルに自律性を与えている点から  

も明かなように、この理論が音調のみによって展開されているという点であ  

る。既にBoli昭er（1958），Fry（1958）らの音響音声学的研究によって明かに  

されているように、StreSSアクセントとされている英語でさえ、その認知に際  

しては基本周波数の変化が最も重要であり、長さがこれに続き、音の物理的強  

さになると殆ど意味を持たないということは、良く知られた事実である。しか  

しながらこのことはただちに音韻理論に於ても、音調のみを取りあげることに  

よって全ての言語に於けるアクセソトを解釈することができるということを意  
味しない。勿論、音調だけで処理できない言語にはこの理論を適用しないとう  

そぶく立場もあろうが、より大きな説明力を持たせるた捌こほ、現在振子の極  

にあると日されるATを、少Lでも休止状態に引き戻す必要がある。そのため  

には少くとも、（1）音調レベルの自律性、（2）E，Lなどの実体。の二点の検討  

が必須であろう。   

アクセントが、いわゆる強き、高さ、長さ等prosodicな諸特徴によって記  

述されることは周知の事実であるが、そ九以外に分灘的な音韻のレベルにも依  

存し得ることを見逃してはならない。例えば下北方言に於ける4矯、5顆の二  

拍名詞のように、第二拍が広母音の「赤、雨、雲」などほ○占、狭母音の「秋、  

日」などは05となって、母音の広狭がアクセントを支配するという例（14）など   
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がその頃型である。ATでもこの点に注目すると、前章で仮定したTAR（2），  

ILI（25），CS－ⅠⅠ（17）のように音調に関わる規則でありながら、音節構造や音  

韻上の情幸酎こ依存している規則が存在する。しかも音調レベルの規則が星印付  

与娩則やシュワ挿入等の音韻規則と交互に適用されており、これらからHar－  

aguclli（1977）の指摘にもあるように、音調を扱う部門は文法の音韻部門に属  

していることが窺い知れる。更にOsblユrne（1979）ほ、ビルマで話されている  

ザハオ（Zabao）語の或る種の音調が母音の長さに密接な関係を持つことから、  

ATに対する反論として、この音調を分節累として接うことを凍寒している。  

そこでこのような例をもATで処理するとすれほ音調レベルの規則の音韻へ  

の依存度は益々高くなることになり、この依存の度合が理論上重要な意味あい  

を持つことになろう。   

以上の諸点を勘案するに、全ての音声的特徴を統合して得られた服部氏提唱  

のアクセント素を、小論の筆者ほアクセント観としてほ極めて卓見であると考  00¢000e00  
え、高く評価するものである。しかしながら既に明かにしたように、記述力と  

いう点に於てほATに分があるとしなけれはならない。従って基本的にほAT  

の記述方針を貫きながらもアクセント素観を反映させるとするならば、上に指  

摘した二点はおよそ次のように修正されるべきであろう。   

（1）音調レベルほ、自律性を保ちながらも分節的な音韻レベルにある程  

度依存し得る。   

（2）HからL或はLからHなどに変化する際、その変わり目にあるHは、  

単に高さだけでなく、長さ、親さ、調音等あらゆる音声的特徴全体の  

GestaltをSyntagmaticな形で担っているものと解釈する。こうするこ  

とによって例えば也i13のiが単に高いだけでなく、長く且つ強いことを  
Jll  
lト1L  

無理なく説明することができる。   

以上モンゴル語に於ける分析を通じて、ATで主張されている星印の実体、  

音調レベルの自律性に関する問題撞起を行うと同時に、Variantの括れ幅が大  

きい言語の記述には目下のところATの枠組が最適であるということを明かと  

したことになる（15）。  

〔注〕   

（＊）小論は1978年度筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科における「言語学時  
論（アルタイ語）」の講義内容の一部、及び1979年6月16日に早稲田大学で開   
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かれた日本モンゴル学会春季大会における口頭発表を骨子として成立したもの  
である。執筆分担を大まかに示せば、第1鼠第2章、第4章を城生が、第3  
車を三上が担当した。但し草稿の段階から両者はお互いの分担に関係なく、全  
体にわたる議論を充分に尽くしてきた。従って脱稿した現在、その分担領域は  
必ずしも定かではなくなっている。尚、小論執筆に際し、小沢重男氏には口頭  
発表に於て、又原仁l庄輔氏には草稿の段階で一昔附こ目を通して頂き、それぞれ  
示唆に富む御教示を得ることができた。更に孤叩C肥化EⅦm畳Ⅱ血腫【氏には、  
インフォ・－マントとして御協力を得たら これらの諸氏に対し、此処に記して探  
謝の意を表する。   

川 但し、最近に至って城生（19瑚 などの発賽が行われている。  
（2〉 インフォーマントの言語形成期を含めた詳細な情報は、当人の堅い希望により  

残念ながら公表することができない。  
（3）音韻表記は、諸家の記述をそのまま転載し、敢えて統一を計らなかった。その  

ために正書法を併記してある。以下同様。  
（封 筆者らのdataによるり  
（5）このことについては，原口（1976）とそこで示きれた参考文献を参照のこと。  
（6〉 WFC（4ii）は、Hamguchi〔1977）によっている。この条件についての詳細は  

同番を参照のこと。  
（7）このインフォーマントもY註．lは（b）の音調をとっているが、モほ．1は（c）であ  

り、語彙によって揺れている。現実の生きた言語の姿とは、正にこのようなも  
のであろう。札 小論では分節音素に該当するレベルに関して言及を行う余裕  
がないが、（6a）～（6c）に示したように、養母青ば同じ母音の連続、二重母音の  

副青書即まiで解釈してある。また、正書法で言うところの「区別母音字」に関  
しては、母音字十rをg，r＋母音字をYで、母音字＋Hを払H十母音字をn  
で解釈してある。従って6ar＝bag一 触a＝baY，OH＝oP（年）、0ⅠIo＝On（的中  
する［命令形］）などとなる。  

く弓l議論に支障がないので、シュワ挿入規則の定式化については、ここでは触れな  
いことにする。  

（9）（8b）から（8c）を得るた糾こ、3つの操作を仮定することは，原口庄輔氏の指  
摘による。尚、原口（1979，fn．6）を参照。  

く叫 基底で語幹に星印を持った語の音調型は有標であると思われる。すなわち．星  
印を持たない語の音調型の方がより自然なものと考えられる。  

短母音を含む1音節語にも星印を持つ語が存在することが予測きれるが、我  
々の調査しナこ語の中には、mOrj（馬）を除いて、例が見つからなかったので、  
本論では示きなかった。このmorjは、我々のインフォーマントによると  

◆■■■÷   司牡蒜訂睦芯沌と発音きれている。  
【11）音調を利用しない言語においては、基本メロディーの数は少なく、これ迄の研  

究によれば多くて2つだと言う。原口（1979，pp．65ff．）参照。  
（12）布石C昭一0叩（1975）によると、降り2尭母音の後半部は長いと記きれている。  
（1S）1979年度日本言語学会春季大会に放ける小沢重男氏の発表による。尚、西田  

（1981）も参照。  

（14）Ha】aguChi（1977）でも、松江方言や高松方言に同種の現象の見られることが注  
目きれている。   
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（15）claTk（1978）一服部（1979）などに見られるAT「批判」は、いずれもこうした  
本質的な点を突いてはいない。従って／ト論の筆者は上記駁論にも拘らずATの  
真価が些かも減じられてはいないものと考える。  
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